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日本の豪雨水害や旱魃渇水はどうなる？
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地球温暖化の淡水資源への影響

温度上昇の直接的影響

氷河・氷床の融解に伴う流量の一時的増加

早期融雪促進による河川流況パターンの変化

損失（蒸発散）量の増加

農作物育成暦変化による水需要期の変化

人一人あたりの水需要量の増大

水温上昇による水質変化や生態系への影響

気候変動の間接的影響

降水量変動パターンなど水循環変動の変化
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異常気象や気候変動と
洪水や渇水と結びつける視点

水循環（降水量）の時間スケールに対応した
水災害の検討

月～年雨量：広域の渇水等に対応

日雨量：河川流域の大洪水等に対応

時間雨量：集中豪雨、都市の水害等に対応

過去の経緯と将来予測
自然の変動、1990年代以降の温暖化シグナル?

自然の水循環の変化と、人間社会側の変化

都市化の影響、人口増減による需要変化
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日本における年降水量の
過去の推移と将来展望
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(平成16年度版『日本の水資源』より)

日本の年降水量の経年変化
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年降水量の長期変動（観測）

２０世紀全体として、仙台から東海地方の太平洋岸を中心とし
て年降水量が減少している。必ずしも都会の雨量観測地点ば
かりではない。
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年降水量の長期変動（予測）
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降水量変化予測 (安富ら、CCSR-NIES AGCMの結果)
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年降水日数の長期変動（観測）

２０世紀を通じて全国的に降水日数が減少傾向にある。
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降水日数の長期変動（予測）

（日/年）

増
加

減
少

(安富ら、
CCSR-NIES 

AGCM の
結果に基づ
いて作成。二
酸化炭素倍
増時と現在
気候の差。)
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日本における日降水量の
過去の推移と将来展望
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(梶原らによる)
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(平成15年版『防災白書』より)

1982～86年 1987～91年 1992～96年 1997～2001年
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平均日降水強度の長期変動

２０世紀全体として、ほぼ全国的に平均日降水強度が増加し
ている。すなわち、年降水量の減少よりも、降水日数の減少の
方がより激しい。
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年最大日降水量の長期変動

２０世紀全体として、京都以西の西日本を中心とした地域や北
海道の日本海側で年最大日降水量が増加している。必ずしも
都会の雨量観測地点ばかりではない。
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日本広領域(東経130-145度、北緯30-45度)
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(安富ら、CCSR-NIES AGCM の結果に基づいて作成)

降水頻度分布の将来予測結果

20mm/h程度
より強い雨の
頻度が増大
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日本近辺(東経130～145度、北緯30～45度)
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(安富ら、CCSR-NIES AGCM の結果に基づいて作成)

超過確率の将来予測結果

温暖化時における50mm/d
以上の雨の降り易さは、現
在の約44mm/dの雨の降り

易さと同じ
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二酸化炭素倍増時の50mm/日降水と
同じ生じ易さの現状の降水強度

（mm/日）

変
化
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将
来
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(安富ら、
CCSR-NIES 

AGCM の
結果に基づ
いて作成。)
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現状と二酸化炭素倍増時における
『100年に1度の洪水流量』の変化

(平林等、CCSR-
NIES AGCM の
結果に基づいて

算定) （mm/日）

洪水緩和 洪水激化
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20世紀の時間降水量の推移
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東京の豪雨は増えたのか？
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(Kanae et al., 2003, JMSJ)
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まとめ

年降水量（ 渇水）

観測では全国的に減少傾向

予測では春夏を中心に増加

利用可能な水資源量は人口減少よりも急減するか?
日降水量（ 大河川の洪水、土砂崩れ）

観測では西南日本（＋北海道）を中心に豪雨増大

予測でも（春夏の）西南日本を中心に豪雨増大傾向

時間降水量（ 都市河川の洪水）

観測では強い降水の寄与が増大。東京でも豪雨期。

予測では???
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(平成15年版『防災白書』より)

1982～86年 1987～91年 1992～96年 1997～2001年
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おわりに

地球温暖化は現在進行しつつある様に見える
観測トレンドとモデル予測の傾向とに一致点が多い

CO2排出量を今減らしても温暖化は進行する
水循環の変化に伴って、豪雨洪水頻度の増大、冬

季における少雪や少雨に伴う渇水頻度の増大が懸
念される。

地球温暖化の影響がなくとも、人口増加、都市
化の進展、経済構造の変化に伴い、淡水資源
の需給バランスの乱れ、洪水水害リスクの増大
等が懸念される。
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ご清聴ありがとうございました。

飲水思源
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